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超伝導線材に及ぼす内部ひずみの効果は、強磁場を発生する大型の超伝導機器では、最も深刻な課題

となる。超伝導線材の内部ひずみ効果は、熱的、機械的、電磁気的に複雑な環境において生ずるために、

解明が困難であり、地味で粘り強い研究が必要である。 
 本研究は、超伝導複合材中の内部ひずみの in-situ 測定装置の開発から着手しており、これまでの計

測機器の開発は順調であると判断できる。また、内部ひずみ状態と臨界電流の相関等についても、新し

い知見を得ており、評価に値する。今後は、超伝導線材の進化にも対応しつつ、臨界電流とひずみ履歴

や信頼性との相関・予測などに対する新しいコンセプトについて提案されることを期待したい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


